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作にあたり、繰り返しごとに同一変位での3回の繰り返
し実験データを2体、 l回の繰り返しデータをl体用い
たが、最大荷重後の構造物の挙動をより正確に把握する
には、変位パラメータを固定して繰り返しごとの荷重低
下の度合いを見る「同一変位、 3サイクル繰り返し法」
の方がよいと思われる.ただし、実験の手聞を要する。
消費されたエネルギーと繰り返しごとの荷重低下の関係
等について、将来研究が進めば両者を区別しなくてもよ
いかもしれない.
4.まとめ
銅製橋脚の繰り返し載荷実験における水平荷重一変位
履歴曲線を曲線近似する簡単な手法を開発した。検証す
る実験データは少ないが、典型的な2つの履歴曲線タイ
プについて、かなり精度のよい近似曲線が決定できた。
今後、さらに多くの実験データによる検証を行う必要が
ある。
ある構造物に対して、繰り返し載荷実験または数値解
析等により、ひとたび標準的な履歴曲線データが得られ
ていれば、ここで提案された曲線近似履歴曲線を利用し
て様々な地震波に対して応答計算が簡単にできる可能性
がある。これにより数値解析費用の大幅な削減、多くの
パラメータを変えた繰り返し実験の費用と手間の節約が
期待できる。またハイブリッド実験等への応用が簡単と
なろう e
おわりに、本研究は平成10年度私立大学ハイテク・
リサーチ・センター構想、愛知工業大学構造物耐震実験
センターの研究活動の一環として行われたものである。
ここに関係者に謝意を表する。
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